[image: image1.png]



[image: image5.emf]総汚泥量(m3/日)

45,000

46,000

47,000

48,000

49,000

50,000

51,000

52,000

53,000

54,000

55,000

56,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H32

年度

汚

泥

量

農業集落排水（m3/日）

7,600

7,700

7,800

7,900

8,000

8,100

8,200

8,300

8,400

8,500

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H32

年度

汚

泥

量

下水道(m3/日)

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H32

年度

汚

泥

量

浄化槽・し尿（m3/日）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H32

年度

汚

泥

量


[image: image6.jpg]ERREMRES
RRERBENEEY 5 —




[image: image7.wmf]脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

Ｈ２２

Ｈ２７

Ｈ３２

Ｈ４２

(2010)

(2015)

(2020)

(2030)

現状

短期計画

中期計画

長期計画

脱民コ

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

・

資

源

化

を

継

続

り

ん

回

収

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

・

資

源

化

を

継

続

り

ん

回

収

の

可

能

性

を

検

討

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

・

資

源

化

を

実

施

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

・

資

源

化

を

継

続

維

持

管

理

経

費

の

節

減

に

向

け

た

対

策

Ｈ１４／７　浅麓地域下水汚泥処理基本計画

Ｈ１８・１０ 稼動開始[

広域処理









地域バイオマス連携受入

（生ごみ・し尿・浄化槽汚

泥）









資源化

（堆肥製造・硫安製造）









エネルギー回収

（コージェネレーション

システム）

Ｈ１４

脱民コ

脱民コ

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

（

浅

麓

汚

泥

再

生

処

理

セ

ン

タ

ー

）

脱民コ

脱民コ

脱民コ

軽井沢町

軽井沢西浄化センター





佐久市

浅科浄化センター

小諸市

小諸浄化管理センター

小諸市

和田浄化センター

軽井沢町

軽井沢浄化管理センター

御代田町

御代田浄化管理センター

[image: image8.emf]0

1,000

2,000

3,000

金額(百万)

建設費

起債償還額

維持管理費

管理運営費

使用料収入

[image: image9.emf]Ｔ

Ｔ

Ｔ

集合処理　→　個別処理

千曲川

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩個人設置型整備区域

Ｔ

③

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

①


[image: image10.wmf]脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

脱水汚泥

トラック運搬

Ｈ２２

Ｈ２７

Ｈ３２

Ｈ４２

(2010)

(2015)

(2020)

(2030)

現状

短期計画

中期計画

長期計画

脱民コ

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

・

資

源

化

を

継

続

り

ん

回

収

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

・

資

源

化

を

継

続

り

ん

回

収

の

可

能

性

を

検

討

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

・

資

源

化

を

実

施

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

・

資

源

化

を

継

続

維

持

管

理

経

費

の

節

減

に

向

け

た

対

策

Ｈ１４／７　浅麓地域下水汚泥処理基本計画

Ｈ１８・１０ 稼動開始[

広域処理









地域バイオマス連携受入

（生ごみ・し尿・浄化槽汚

泥）









資源化

（堆肥製造・硫安製造）









エネルギー回収

（コージェネレーション

システム）

Ｈ１４

脱民コ

脱民コ

一

部

事

務

組

合

で

の

一

括

処

理

（

浅

麓

汚

泥

再

生

処

理

セ

ン

タ

ー

）

脱民コ

脱民コ

脱民コ

軽井沢町

軽井沢西浄化センター





佐久市

浅科浄化センター

小諸市

小諸浄化管理センター

小諸市

和田浄化センター

軽井沢町

軽井沢浄化管理センター

御代田町

御代田浄化管理センター

　　[image: image14.jpg]



[image: image11.wmf]�D

�A













利用者（住民）

の立場から

見た指標

短期目標(H27)j

(2015年)目標

中期目標(H32)j

(2020年)目標

長期目標(H42)j

(2030年)目標

0

50

100

�@

Ｂ

Ｃ

�B

0

50

100

0

50

100

0

50

100













事業者（町）

の立場から

見た指標

0

50

100

�C

Ｅ

Ｆ

�E

0

50

100

0

50

100

0

50

100

現状(H20)�

(2008)

A

Ｄ


[image: image12.wmf]○以下のタイムスケジュールにより進め、持続的な生活排水施設の運営を行います。
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	番号
	事　業　名
	処 理 区 名

	①
	公共下水道
	小諸処理区

	②
	特環公共下水道
	和田処理区

	③
	関連公共下水道
	和田西処理区

	④
	農業集落排水
	御影処理区

	⑤
	農業集落排水
	森山処理区

	⑥
	農業集落排水
	耳取・市処理区

	⑦
	農業集落排水
	平原処理区

	⑧
	農業集落排水
	宮沢・大杭処理区

	⑨
	農業集落排水
	八満処理区

	⑩
	個人設置型浄化槽
	全域





















· 脱民コ：脱水汚泥・民間委託・コンポスト
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～浅間山麓に広がる古城のほとり・千曲の清流をめざして～





�





●小諸市「水循環・資源循環のみち２０１０」構想●











小諸市『水循環・資源循環のみち２０１０』構想





平成２２年度策定





小諸市は雄大な浅間山の裾野に広がっており、北に位置する浅間連峰をはじめ、清流千曲川、その両岸に広がる台地や丘陵地など詩情豊かな高原の町として発展してきました。この豊かな自然環境や水環境を後世に残してゆくために、昭和５８年に公共下水道基本計画を策定し、更には農業集落排水事業にも着手いたしました。さらに平成１９年度には浄化槽事業も市内の生活排水対策として一本化し、市全域の汚水処理の事業に進めてまいりました。


近年、人口減少や高齢化の進展など社会情勢の変化への対応は急務となっております。また、生活排水施設は機能の維持や利用者である住民の皆様の利便性や快適性を持続していくために、今後とも適切な維持管理のもと運営を行っていく必要があります。


このため、５０年先を見据えた経営計画に基づき、処理場の統合、汚泥処理の集約化、維持管理の効率化等を検討し、生活排水施設の持続的な運営と良好な水と資源の循環を目指すため、２０年後までの生活排水対策の構想である「小諸市　水循環・資源循環のみち２０１０」を策定しました。








構想の概要











　（１）生活排水エリアマップ２０１０


未普及地域の水洗化スピードアップのため、集合処理から個別処理への転換を図り、早期水洗化を目指します。将来は人口減少等により処理施設に余裕が発生してくるため、処理施設の統合を検討し、効率的な施設運営を図ります。


　（２）バイオマス利活用プラン２０１０


現在は一部事務組合の汚泥再生処理センターに集約し、バイオマス(汚泥)の一元化(集約化)を図り、下水道汚泥、生ごみ、し尿及び浄化槽汚泥の共同処理を効率的に進め、更なるコスト縮減を図り、資源循環型社会に貢献していきます。


　（３）経営プラン２０１０


浄化槽を含む管理部門の一元化を図り、管理業務の効率化を図るとともに、将来は広域等による一括管理を進めます。








小諸市の指標と目標





●小諸市「水循環・資源循環のみち２０１０」構想●





　小諸市では、構想の目標年度である２０年後までに向けて、利用者（住民）の立場から見た指標と事業者から見た指標として、県下統一指標の他、当市の現状を把握した上で、独自の指標を設定し、短期、中期、長期の目標を以下のとおり設定しました。





◆利用者（住民）の立場から見た指標


◆公共下水道、農業集落排水事業などの集合処理と合併浄化槽事業による個別処理の整備手法による汚水処理に取り組む中で、住民の立場から見た暮らしの快適さ、満足度、安全性、サービスを享受しているか等を主に汚水処理に関連した指標を設定しました。





◆事業者（市町村）の立場から見た指標


◆景気の低迷や少子高齢化等により、厳しい財政の中、本市では限られた財源で整備手法の見直しをし、未整備地区の早期水洗化を早急にかつ効率的に推進するための取り組んでおります。その上で未普及対策や個別処理の維持管理への取り組みなど市の指標として設定しました。





3-1-3





Ａ快適生活率(%)　　　　      76.9→ 83.5→　85.3→87.5 


①個別処理区域内の普及率(%)　65.0→ 78.8→ 80.5→ 82.6





Ｂ環境改善指数　　　　　      ― →  72→  88→ 100 


②浄化槽の法定検査受検率(%)  61 →  97→  99 → 100





Ｃ情報公開実施指数　       　― →　87.9　→87.9→ 88.8 


③環境学習実施率(%)　　　　　96 →  96 →  96 → 100 





■暮らしの快適さと


　安全を表す評価項目








■環境への配慮を


　表す評価項目








■生活との関連性を


　表す評価項目








利用者(住民)の立場から見た指標
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－ 2 －





Ｄ汚水処理人口普及率(%)   93.7 → 96.5 → 96.8→ 97.2 


整備目標達成率(%)　    96.4 → 99.3 → 96.6 →100 





Ｅﾊﾞｲｵﾏｽ県内利活用率(%)　 84.4 →　85.1 →　85.6 →　85.6


②浄化槽維持管理関与度(%)　 30 → 　60 → 　70 → 　75 　





Ｆ経営健全度　　　　　　     － → 　32 → 　52 →100 


③維持管理費回収率(%)　     80 → 100 → 100 → 100 





■事業の達成度を


　表す評価項目








■環境への貢献を


　表す評価項目








■経営改善の状況を


　表す評価項目








事業者(市)の立場から見た指標





施設計画のタイムスケジュール





　小諸市では、経営計画に基づき構想の具現化及び目標達成のため、短期、中期、長期にわたって施設計画等のタイムスケジュールを以下のとおり進め、持続的な生活排水施設の運営を行います。
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小諸市『生活排水エリアマップ２０１０』











平成２２年度策定





小諸市の生活排水施設整備は、昭和５８年度の公共下水道事業から始まり、昭和６０年度には農業集落排水事業にさらに平成１１年には特定環境保全公共下水道の事業にも着手してまいりました。当初より事業計画の進捗に伴い、適宜その社会環境に対応した整備構想の段階的見直しを行い、整備をしてまいりました。


今回の生活排水エリアマップ２０１０では市内の未整備地区の早期水洗化を重点に定め、集合処理計画区域の一部を個別処理への転換を図り、計画に反映させました。さらに持続可能な生活排水施設の観点から経営計画を長期にわたって検討した上で、施設配置や統合等を含め将来のマップを作成しました。








生活排水エリアマップ２０１０（概要図）





『小諸市』エリアマップ2010





【短期】（H2７）


未整備地域の解消と近接処理区の統合


・小諸処理区の一部を個別処理で早期整備　


・農集御影処理区を特環和田処理区へ統合　


・汚泥処理の効率化


【中期】（H32）


未整備地域の解消と近接処理区の統合


・小諸処理区、個別処理区の早期整備　


・農集宮沢・大杭処理区を農集耳取・市処理区へ統合


【長期】（H42）


近接処理区の統合


・農集八満処理区の一部を小諸処理区へ


統合





未普及地域への取組み





●小諸市「水循環・資源循環のみち２０１０」構想●





（１）未普及地域への取組み


エリアマップで見直した公共下水道整備の残地区は平成２７年度を目安にしますが、集合処理以外の郊外の集落は個別処理（合併浄化槽整備）を進めることにより未普及地域の解消を目指します。


（２）浄化槽整備に関する取組み


集合処理から個別処理へ転換した地域は普及が進んでいますが、その他の地域では高齢者世帯が多く、経済的理由や後継者がいないなど水洗化について厳しい状況です。そのため小諸市独自の早期水洗化のための施策を提案しました。


◆普及促進のための方策の検討


■・補助制度を平成２０年度より充実させました。


■・地区の浄化槽推進組織や市内浄化槽事業者組織と連携し、普及啓発活動を実施しています。


◆小諸市の政策


■･法定検査受検率向上のため、１１条検査費用を全額補助します。


■･不適正率低減のため保守点検や清掃などの維持管理費を一部補助します。





生活排水施設の統合について





◆農集排処理区を特環公共処理区に統合


◆今回のエリアマップの見直しでは農集排御影処理区と特環公共和田処理区の統合を計画しました。近年、市街地化が著しい農集御影処理区は処理区内の宅地化や事業所の進出など農集排処理施設に下水道を接続したい要望が増加しています。特に、特環公共の整備が進みすでに計画区域は近接しており、農集排施設の老朽化も進み、改築更新の検討の段階に入りました。


◆社会的な変化や維持管理費の削減を考えた時に、上記処理区の統合を計画します。


◆農集排処理区どうしの統合


◆農集排処理区どうしについても各処理区に人口については少子高齢化が進み、計画規模によってはその経営（維持管理費）についても厳しい状況が予想されます。よって、小規模の農集排処理区については、近接する農集排処理施設との統廃合を検討します。




















地震対策への取組み





◆地震被害想定への取組み�■・小諸市防災基本計画の基本的な考え方を踏まえ、耐震性の確保を図るとともに建築物の安全


性、ライフライン施設等の機能確保等災害予防計画に基づき、万一被災した場合においては、


ライフラインとしての機能を確保できうる体制を整えておく必要があります。�◆地震対策の取組み�■・各処理区の処理場及び幹線管渠を重点に耐震対策の検討を行います。�■・被災した緊急時は小諸浄化管理センターを拠点に県下水道公社と連携し、近隣地方公共団体　


との広域応援体制を確立します。
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小諸市『バイオマス利活用プラン２０１０』





小諸市の生活排水施設系から発生する汚泥（バイオマス）は、施設ごとの個別処理となっており、その処理処分は浅麓環境施設組合に搬出されており、その経費も経営にとっては負担が大きくなっています。


このため、「バイオマス利活用プラン２０１０」では、バイオマスを浅麓地区（小諸市・軽井沢町・御代田町・佐久市の旧浅科村地区）で集約化し、経費節減を図っていくとともに、バイオマスの利活用、地産地消を目指すこととしています。








小諸市におけるバイオマス利活用プラン











■汚泥処理の現状把握等を記載


【現状】


・浅麓地区：小諸市・軽井沢町・御代田町・佐久市の旧浅科地区


・浅麓地区の下水道汚泥・浄化槽（農集含）汚泥・し尿・生ゴミを1箇所へ集約して処理を行うと共に、資源化等の有効利用を図る


・下水道汚泥は４市町６処理場の脱水汚泥を汚泥再生処理センターへトラック輸送


・浄化槽汚泥・農集汚泥・し尿は許可業者が収集


・家庭系生ゴミは小諸市・御代田町及び委託業者がステーション方式で収集


・事業系生ゴミは搬入許可業者が直接搬入又は、運搬許可業者が収集


【浅麓汚泥再生処理センター】


・下水道汚泥処理部分は、小諸市が事業主体となり、特定下水道施設共同整備事業（スクラム）として実施


・し尿・浄化（農集）汚泥・生ゴミ処理部分は浅麓環境施設組合（一部事務組合）が事業主体となり廃棄物処理施設整備事業として実施


・平成１８年１０月稼動開始
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「浅麓地区」バイオマス発生量予測
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浅麓地区の広域的なバイオマス利活用プラン











【浅麓地区の現状】





■バイオマスの広域的処理について地区について


・浅麓地区：小諸市・軽井沢町・御代田町・佐久市の旧浅科地区。





■バイオマスの利活用について


・メタンガスによる発電


：1,228,845kw


施設使用電力の15.1％


・堆肥製造


バラ積製品：214ｔ


造粒袋詰製品：515ｔ


浅麓地区住民に無料配布


・硫安製造：31.5ｔ


化成肥料メーカーに原料として売　


却








「浅麓地区」バイオマス利活用プランマップ
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スケジュール
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◆浅麓地区プラン


【現状】　平成１４年７月策定の「浅麓地域下水道汚泥処理基本計画」に基づく広域処理・地域バイオマス連携受入・資源化（堆肥製造・硫安製造）・エネルギー回収（メタンガスによる発電、廃熱を蒸気として回収）を実施。


【短期】　維持管理経費の削減に向けた対策案の検討及び対策を実施。


【中期】　リン回収の可能性を検討。


【長期】　リン回収を実施。
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年度





経営計画


　　　





短期


（2015）





中期


（2020）





長期


（2030）





小諸市では、平成２年に公共下水道が一部供用開始して依頼、同年には農業集落排水（御影処理区）が全面供用開始し、順次、他処理区についても、供用を開始して来ました。


さらに平成１５年には、特定環境保全公共下水道も供用を開始し、現在、９処理区８処理場が供用開始となっています。


その経営状況は、使用料収入の他に、一般会計からの繰入により賄われている状況です。


このため、今後も安定した下水道事業を継続していくためには、将来にわたって持続可能な経営を検討していく必要があり、５０年先の状況まで見通した中で、構想の策定目標年度である２０年後までの改善計画を検討し、「経営プラン２０１０」を策定しました。





小諸市『経営プラン２０１０』
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平成２２年度策定





小諸市における生活排水の経営計画


 














小諸市における経営計画の内容


　　　





事業着手から現在までの経営に関する基本データを基に、将来にわたって現状のまま推移した場合について、現状確認を行いました。


公共下水道の未普及地域については、公共下水道などの集合処理方式から、合併浄化槽による個別処理方式へ一部見直しを行い、早期水洗化の促進と経営改善に必要な投資額の抑制を図りました。


経営改善につながる各種方策を検討し、維持管理に係る経費の削減や将来必要な修繕及び再構築等に係る再投資額を見直し、５０年先まで見通した長期的な経営計画を策定しました。








�





構想策定期間


平成22年～平成42年





広域化による経営管理





●小諸市「水循環・資源循環のみち２０１０」構想●





◆周辺市町村との共同化


◆【短期】【中期】　・広域的な維持管理業務の発注方法の検討


◆【短期】【中期】　・水質検査委託とユーティリティー（薬剤等）の共同購入化


◆【長期】【中期】　・広域維持管理の検討（維持管理委託の広域化）














経営基盤の向上対策





◆集合処理区域での接続推進


◆・地元説明会や各戸訪問による普及促進の


◆・実施


◆・広報誌等による周知


◆経営の明確化


◆・公共下水道事業（特環含む）の企業会計移行（平成２３年４月１日）


◆・広報誌等での経営状況、財政状態の公表





◆中・長期的な維持管理方法についての検討


◆・施設の長寿命化


◆・公共下水道施設と農業集落排水の統合


◆使用料の適正化への取組み


◆・定期的な下水道料金の見直しの検討


（３年間隔）


◆・農業集落排水事業の従量制移行








スケジュール


　　　





構想策定期間　平成22年～平成42年





「小諸市」





 農業集落排水施設どうしの施設統合を実施





維持管理の広域化


（農業集落排水処理施設の


追加）





使用料金改定





 公共下水道施設と農業集落排水施設の施設統合を計画





委託料抑制


業務委託範囲包括化





委託


常駐





公共


1処理場





委託


巡回





特環


1処理場





委託


巡回





農集


6処理場





御代田町


軽井沢町


佐久市


　（浅科地区）





周辺市町村との共同化





広域維持管理の検討


（維持管理委託の広域化）





水質検査委託とユーティ


リティー（薬剤等）の購入


共同化





【浅麓汚泥再生処理センター】


下水道汚泥処理部門は小諸市が事業主体となり、特定下水道施設共同整備事業（スクラム）として実施。


し尿・浄化（農集）汚泥、生ごみ処理部門は浅麓環境施設組合（一部事務組合）が事業主体となり、廃棄物処理施設整備事業として実施。
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短期


（2015）





中期


（2020）
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構想策定


（2010）
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